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伊藤整「もう一人の私」 




私がひとりで 
ステツキを 
ふって 




ぼくを呼んで 
くれたの？ 


たまらなく 
だれかを尋ねて 
みたくな つたんだ。 


雪明かりの町を 
歩いていたらね 


きみだった 
のか。 


ぼっかり 
ぼっかり、 
あるいてゐるやぅ 
田心はれる 
















































f 



雪降る列島を 
旅して来たんだね 


_ 


だから… ノ 
もぅ少し生きてやれ 
そぅなきもちになつ 
たんだ。 


尋ねてきて 
くれそう こ 
思えたんだ 


深夜の雪 
町並みは 
明かるいね。 


きみは 
雪の町を 

だんだんにきれいな 
青年の姿に戻りながら y 
歩いていたのだな。 rh 





































































































































































だあ自 
かり我 
ら 'は 
慌 キー 
てキ人 
て的で 
で 


コンパンワ 
オコサンハ 
オイクツニ？ 

コンバンワ… 

コンバンワ… 


古い抽斗から 
手持ちの写真立てを 
取りだしてまちはずれ 
に置いてみる。 


自我は暗闇の重しの 
とれた白夜でなら、 
どこまでも 手脚を 
伸ばせそうになる。 


「ぼ r ではなぜ 
ぼくたちは尋ねて 
行きたいのか。 

かりに「自我」と称ぶ 

なら 1\ 


ぼくはこれらを 
たま 』 cfrl こ 
「白夜の存在意識」 
と称んでみよう。 


白痴のよぅに 
泣きながら 
その水たまりを 
抱きすくめに行き 
たいと希う時にも 


さっき見かけた 
水たまりに残つた 
空の色を慕しみ、 
寝床にぅずくまる 
自分である時。 
















f 施》/加^ 


本稿の元原稿は拙作「夜」（1972年作『透明通信』所収）であ 
ります。こんなささやかな実験はだれもがその日々の中で繰 
り返していることだろう。だいぶんの補足が必要だが今はも 
う時間がない0前回文の〔注〕と合わせて、次回へとくりの 
ベするしかない。 























































